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【背景と目的】
薬剤溶出性ステント(DES)の登場で、ステント再狭窄は減少したが、造影上、治療の適否に迷
うような中等度再狭窄を認めることがある。第一世代の DES であるパクリタキセル溶出性ス
テント(PES)は、同じ第一世代のシロリムス溶出性ステント(SES)と比較して、慢性期の造影上
の再狭窄が多いとされる。そのような場合、機能評価を行い、治療適否を決定するのが妥当
と考えられるが、実臨床では造影前に必ずしも機能評価が行われているわけではない。冠血
流予備量比(Fractional Flow Reserve: FFR)は、冠動脈造影(CAG)に引き続き行うことが可能な侵
襲的機能評価法である。本研究では追跡 CAGにおいて、PES留置後に認めた造影上の中等度
再狭窄に対し、FFR を用いた機能評価を行い、治療の適否決定を行うことの有用性について
検討した。
【対象と方法】
PES留置後の追跡 CAGにおいて、ステント内およびステントエッジに、造影上の中等度再狭
窄(目視上 AHA 分類で 75%と判断した狭窄)を認めた 42 症例(PES 群: 69±8 歳、男/女 30/12)
を対象とした。対象として CAGで同程度の中等度新規病変を認めた 42症例(de novo群: 66±
10歳、男/女 35/7)を用い比較、検討をした。
【結果】
患者背景および病変背景では 2 群間に有意な差は認めなかった。狭窄度（percent diameter 
stenosis; %DS）では差はなく(PES 群: 40.6  11.2%, de novo群: 40.6  9.0%, P = 0.981)、病変長
(lesion length)では有意差はないものの、PES群で長い傾向があったが(PES群:21.3  11.1mm, de 
novo群:17.2  8.1mm, P = 0.054)、FFR値は de novo群と比較して、PES群で有意に高かった(PES
群:0.86  0.07, de novo群: 0.79  0.10, P = 0.002)。
【結論】
FFR 値は PES 留置後に造影上の中等度狭窄をきたした症例において、同程度の狭窄度を認め
る de novo病変と比較して保たれていた。PES留置後に認めた造影上の中等度再狭窄の機能的
有意性はそれほど高くない可能性が示された。したがってこのような症例群に対する再血行
再建の適否検討に関しては注意が必要と考えられる。
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